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能において目による表現は演技の要として世阿

弥の時代から伝書に書 き記されてきた。例 えば江

戸時代の能伝書 『八帖花伝書』には 「能と申は, 

目遣ひに帰 したることなり」1とある。世阿弥伝書

『申楽談儀』2には当時評判 をとった名人の演技 と

して, 演者の肉眼による心情表現が記述 されてい

る。時を経た今 日の能では, 能面の目や役の目に

よる表現を生かすために演者の肉眼による表現は

抑制 されている。今 日に至るまで演者は目による

表現を重視 しているが, 目による表現の形態は時

代 と共に変化 している。本研究では, 演者が何か

を見るという型を総称 して 「見る」型 と呼んでい

る。

【研究目的 と方法】

本研究の目的は, 能の演技において 「見る」型

を通 して表現するとい う構造を解明することであ

る。従来, 能の研究は文献研究を中心 としてなさ

れてお り, 演技的側面からの研究はあまりなされ

てこなかった。「見る」型 について触れた研究は

ごくわずかで3, いずれ も論の一部 として断片的に

述べたものである。

研究方法は, 能伝書を対象 とした文献研究と, 

演能VTR, 型付, 詞章を資料とした実技面の分

析 という両面からのアプローチを行った。能の「見

る」型における表現に焦点を当て, 能伝書を対象

とした思想や型の検討の上に, 能作品における実

技の技法の分析 を加えるとことによって, 「見る」

型の表現内容や役割, 表現構造, 理想 とする身体

の在 り方について考察する。

研究対象は, 文献では能の思想的基盤 となる世

阿弥の伝書 とその流れを汲む金春流系統の伝書を

対象とした。思想面について, 世阿弥著の 『風姿

花伝』『花鏡』『至花道』『二曲三体人形図』『遊楽

習道風見』『拾玉得花』『申楽談儀』の7伝 書, 及

び禅竹著の 『六輪一露之記』『五音三曲集』の2

伝書を対象 とした。4変 革期の能における目の演

技に関する記述については, 小田幸子の先行研究

を元に, 『禅鳳雑談』『金春安照能伝書』『八帖花

伝書』『宗節仕舞付』を対象 とした。6対 象とし

たVTRは 代表的な三番目物 〈松風〉キリの喜多

流友枝喜久夫と, 観世流梅若万三郎7の 演技を選ん

だ。型付は 『喜多流唾子仕舞型付』『観世流仕舞

稽古型付 二』である。8

【研究結果】

世阿弥伝書 には, 「有」をあらわす 「無」 とい

う概念があ り, この概念が型の抽象化の源流 とな

ると考えられる。「無」の例 として挙げられてい

る 「器」や 「無色の空体」という意識 レベルでの

心の在 り方を形象になぞらえた言葉は, 今日の能

では, 抽象化 された型や型に規定された演者の身

体を表すものとしてとらえられる。又禅竹伝書の

六輪一露の図からは, 円を演者の身体や型ととら

えると, 様々な表現が映しだされるような身体の

在 り方が見出される。

次に, 変革期の伝書から目による表現 に関する

記述を抽出し, 独自に設定 した項目をもとに分類

した結果, 目による表現内容には, 〈事物 を表す

もの〉〈情景を表すもの〉〈対象への想いを表すも

の〉〈役柄を表す もの〉〈所作をする身体への意識 〉

〈周 りの空間への意識〉があることが導き出され

た。

さらに, 現代の能 〈松風 〉キリの友枝喜久夫と

梅若万三郎の演技 を対象に, 劇空間の構築につい

て空間構成 図を作成して分析 した結果, 友枝の空

間構成は, 松風 という主人公 と松風の行平への想
いに焦点が絞られ, より濃密に松風の恋慕の情を

表現 していることが分かる。又, より濃密な心情

表現の見 られた友枝の演技を分析 した結果, 心情

を表す技法 として, 独特の間合いを生むタメ, イ

キのツメヒラキが重要であることが判明した。

以上 をもとに, 「見る」型の技法 と基盤 となる

思想 との関連か ら現代の能における 「見る」型に

よる表現構造について考察 した結果, 無色透明な

身体が, 役の心情を変換 し, タメやイキのツメヒ

ラキによってエネルギーを放出することで色に染

まり, 一方では観客側の投影によって表現内容を

映 し出すという, 能の理想とする身体の在 り方を

とらえることが出来た。
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